
 
 

 

 

   

 

 

石川県では、11月 20日から 11月 26日における、県内のインフルエンザの定点医療機関あたりの患者

報告数が 30.27人となり、警報基準値である 30人を超えたため、インフルエンザ警報が発令されました。

（南加賀地域では 25.50人）今後、大きな流行の発生と継続の可能性があります。また、新型コロナウイルス

感染症との同時流行にも注意が必要です。こまめな手洗いや換気、咳エチケット等、基本的な感染予防対策を

徹底しましょう。咳やくしゃみが出る人はマスクをつけ、周りの人にうつさないように気を付けましょう。また、冬で

も水筒を忘れず持参し、こまめな水分補給を心がけ、のどを乾燥から守りましょう。 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより  

錦城中学校 

令和５年１２月

号 

２０２３年石川県インフルエンザ発生情報 

     定点医療機関の１週間の患者数 

（人） 

 47週（11/20～11/26） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

〇手洗いは、感染防止の基本であり、外出からの帰宅後、不特定多数の人が触れるような

ところを触れた後、頻回に手洗いを行いましょう。 

 

（目的） ・本人と周囲への接触感染の予防 

（効果） ・流水と石けんによる手洗いは、付着したウイルスを除去し、感染リスク 

を下げます。また、60～80％の濃度のアルコール製剤により、ウイルス 

は死滅します。（ただし、ノロウイルスに関しては効果がありません。） 

（方法） ・手洗いは、流水と石けんを用いて１５秒以上行いましょう。 

洗ったあとは水分を十分にふき取ることが重要です。 

・消毒用アルコール製剤（アルコールが 60～80％程度含まれている 

消毒薬）は、アルコールが完全に揮発するまで両手をすり合わせます。 

  

★インフルエンザや新型コロナウイルス感染症、感染性胃腸炎を予防するために、こまめに

石けんで手を洗いましょう。 
 

〇出席停止について 

インフルエンザや新型コロナウイルス感染性、感染性胃腸炎などは出席停止に 

なりますので、診断された場合は学校にご連絡ください。（インフルエンザ、新型 

コロナウイルス感染症のみ医師の証明書は必要ありません。） 

★洗い残しやす

いところ（色が

こい部分）に気

を付けて！ 


